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文

韮崎市を貫流する塩川の右岸は、古来藤井平と呼ばれる肥沃な平地で歴史のある土地柄となっ

ています。藤井平ではこれまでに県営画場整備事業、市立小学校建設、雇用促進住宅建設、都市

計画街路工事等々の公共事業に係り多くの遺跡が発掘調査されて、貴重な文化財が相次いで発見

されています。三宮地遺跡もこのような遺跡の宝庫である藤井平において発見されました。

三宮地遺跡は韮崎市文化ホール前通り線の建設にともない、平成 9年度に調査が実施され、道

路の拡幅工事という性格上細長い調査区域で比較的狭い範囲でしたが、縄文時代中期前半・晩期

前半、弥生時代、平安時代の遺構や遺物が多数発見されました。詳細は本報告書の本文以降に譲

りますが、本遺跡から発見されたものは当時の生活や文化を知る上で貴重なものとなっています。

発掘調査によって得られた資料は、文化財として永く後世に伝えて行かなければならないもので

す。本報告書が原始・古代に生きた我々の先人の生活と歴史をときあかすための史料になればと

願っております。

最後ですが、遺跡発掘調査並びに報告書作成に関係して、多大なる御理解と御協力を賜った関

係諸機関及び関係者の皆様方に深く感謝申し上げる次第です。

平成10年 3月 31日

韮 崎 市 遺 跡 調 査 会

会 長 秋 山 幸 一

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教育長 口 野 道 男



例   言
1 本書は、山梨県韮崎市藤井町北下条字三宮地391番地ほかに所在した二宮地遺跡の発掘調査

報告書である。

2 発掘調査は、韮崎市文化ホール前通り線建設工事に伴い行われた。

3 遺跡名は小字名を付けた。

4 発掘調査は、韮崎市から委託を受け韮崎市遺跡調査会が実施した。調査組織は別に示すとお

りである。

5 航空写真測量は株式会社フジテクノの委託業務による。

6 整理作業及び報告書作成にかかわる業務は韮崎市遺跡調査会が実施した。調査担当・調査員

以外の整理業務参加者は、阿部由美子・石原ひろみ・岩崎満佐子 。岩下雅美・上野理江 。小野

初美 。斎藤春美・清水由美子・竜沢みち子・深沢真知子・保坂真澄である。

7 本報告書の編集は韮崎市遺跡調査会が実施し、執筆は、第二章第 1節・ 2節、第Ⅲ章第 2節、

第Ⅳ章第 5節、第V章を山下孝司、第Ⅱ章第 1節・ 2節、第Ⅳ章第 4節を秋山圭子、第Ⅲ章第

1節、第Ⅳ章第 1節・ 2節・ 3節を閏間俊明、第Ⅵ章を新山雅広・ 山形秀樹 (パ レオ。ラボ)

が行った。

8 炭化物等の分析は、株式会社パレオ・ ラボに委託した。

9 発掘調査及び報告書作成に当たっては、多くの方々から御指導 。御協力・御鞭撻をいただい

た。一々御芳名を上げることは避けるが厚く御礼を申し上げる次第である。

10 発掘調査、整理によって出土並びに作成された遺物及び資料は、韮崎市教育委員会において

保管している。

調 査 組 織
1 調査主体  韮崎市遺跡調査会

2 調査担当  山下孝司・閏間俊明 (韮崎市教育委員会社会教育課)

調 査 員  伊藤正彦 (試掘)・ 秋山圭子 (整理)(韮崎市遺跡調査会)

3 調査参加者

岡本嘉一 。小沢高恵 。小沢千代子 。小沢治代・小沢久江・小田切昭子・岡本保枝・志村冴子・

五味ゆき子 。小沢栄子・ 乙黒きくゑ。大柴欣子・保坂実香子・守屋敏子・新藤澄江 。深沢真

知子・石原ひろみ・小野初美・清水由美子・上野理江・阿部由美子

4 事務局 (韮崎市教育委員会社会教育課)

教育長 口野道男、課長 山本雄次、課長補佐 深沢義文、係長 藤巻明雄、野口文香、水

上和樹



例凡

1

2

遺構・遺物の縮尺は原則として各図ごとに示す。

石器計測の基準は以下に図示した通りである。

a。 長さ   b。 幅 c.厚さ d.快 り長

e.皿部長  f.皿 部幅  g。 皿部深さ

3 遺物実測図には各図ごとに番号を付した。本文中の番号はこの番号による。なお、各地区の

出土石器一覧表中の番号も同様である。

4 遺構断面図内に斜線で示した枠は石をあらわす。
5 石器実測図の斜線は節理面、網掛け部分は磨り面をあらわす。
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第 I章 発掘調査の経緯と概要

第 1節 発掘調査にいたる経緯

平成 7年 3月 、韮崎市より文化ホール前通り線建設工事にともない埋蔵文化財の有無確認依

頼が出されたことを受けて、韮崎市教育委員会では現地踏査と埋蔵文化財有無確認の調査を実

施した。調査は道路拡幅予定地において、地形等を考慮し任意に 2m四方程の埋蔵文化財有無

確認坑を設定し、重機により基本的に遺物包含層・遺構掘り込み面をとらえ、遺物出土の有無

と遺構の確認作業を行った。その結果、遺物が出土し遺跡の存在が半U明 したため、韮崎市教育

委員会と韮崎市開発部局とで協議を行い、路線内の遺跡が確認された 2区域に関して緊急の埋

蔵文化財発掘調査を実施することとした。

路線内東側において確認された一箇所については、調査面積約1,300m2を 対象に、後田堂ノ

前遺跡として平成 8年度に韮崎市遺跡調査会により発掘調査されており、弥生時代後期の竪穴

住居址 6軒、古墳時代後期の竪穴住居址 4軒、奈良・平安時代の竪穴住居址 4軒、土坑 4基、

溝などが発見されている。その成果は平成 9年 3月 31日 発行の『後田堂ノ前遺跡』報告書とし

てまとめられている。

今回は残る区域で、路線内西端の部分において行われた。道路建設工事予定地内の拡幅部分

約1,000m2を対象に、遺跡名を三宮地遺跡、調査主体を韮崎市遺跡調査会として、工事に先立

ち発掘調査を行い、記録に留め永く後世に伝えることとした。

第 2節 発掘調査の概要

発掘調査は路線内調査地の東側半分の区域から実施し、平成 9年 5月 27日 から開始し8月 8

日まで行つた。その後一時中断して、西側区域には平成 9年 12月 11日 に入り、最終的に調査が

終了したのは平成10年 2月 13日 であつた。

調査地は道路用地として既に水田を埋め立ててあり、埋め土と旧耕作土を重機により取り除

き、事前に行った埋蔵文化財有無確認調査結果に基づき、水田床土の下の暗灰褐色土層～黒褐

色土層の遺物包含層面で遺構の確認作業を行つた。遺構の埋没土と遺構構築土面の区別が困難

な箇所では、随時補助的に試掘溝を設定し遺構の確認作業を実施し、発掘調査を進めた。

基本的に調査区域はほぼ10m× 100mの細長い範囲であり、発掘調査・遺構測量の基準とし

て 5m方眼を設定し、東から西方向に 1・ 2・ 3・ 4………23、 南から北方向にZ・ A・ B・

Cと グリット番号を付けた。

各遺構は10分の 1・ 20分の 1で測量を行い、詳細図を作成し、全体図は航空写真波1量によつ

て実施した。

調査の結果発見された遺構は、縄文時代中期前半の住居址 1軒、縄文時代晩期の土坑 3基・
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配石遣構 1基・配石土坑 9基、平安時代の竪穴住居址15軒 。掘立柱建物址 5棟、その他穴となっ

ている。

第Ⅱ章  遺跡 の立 地 と環“境

第 1節 遺跡の立地 (第 1図・ 第 ?図 )

三宮地遺跡は山梨県韮崎市藤井町北下条字三宮地39-11こ所在する。

山梨県韮崎市は八ケ岳と茅ケ岳を臨む地にあり、釜無川と塩川によって大きく4つの地形に

分かれる。三宮地遺跡の周辺は、塩川右岸の河岸段丘上に位置する。100～1,000mの 幅で約9

5kmに わたって形成されたこの河岸段丘は藤井平と呼ばれ、古今肥沃な穀倉地帯でありつづけ

ている。現在は平坦な氾濫原にみえるが、以前は塩川の流路の変化が激しく、そのため自然堤

防状の埋没微高地が散在していることが分かっている。この埋没微高地には多くの遺跡が点在

している。三宮地遺跡もこの埋没微高地に立地し、標高約381mを測る。遺跡は藤井平最西端

のもっとも塩川に遠い地区にある。そのため遺跡東 。北・南側も広大な藤井平の平地が広がっ

ているが、遺跡西側は黒沢川が流れ、すぐに七里岩台地になる。台地との比高差は約511mあ り、

西を七里岩に隣接し三方がひらけた立地である。

第 1図 三宮地遺跡位置図 (1/5,000)



第 2節 周辺の遺跡

血 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

① 三 宮 地 縄文・平安 平成 8年度 韮崎市遺跡調査会調査

② 火雨塚古墳 古墳後期

③ 山 影 縄文 平成 5年度 韮崎市遺跡調査会調査

④ 】ヒ 下 条 弥生後期・奈良 。平安 昭和57年度 韮崎市教育委員会調査

⑤ 下 横 屋 弥生・奈良・平安 平成元年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑥ 枇 杷 塚 古墳 平成 7年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑦ 後 田第 2 縄文・弥生 。古墳・平安 平成 7年度 韮障市遺跡調査会調査

③ 後田堂ノ前 弥生後期～平安 平成 8年度 韮崎市遺跡調査会調査

③ 坂井堂ノ前 弥生 。古墳・奈良 平成 7年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 坂 井 縄文・古墳・平安 志村滝蔵『坂井』 地方書院 昭和40年

① 坂 井 南 弥生・古墳・平安・中世 昭和57・ 58・ 60、 平成 6年度 韮崎市教育委員会調査

平成 4・ 5・ 7年度     韮崎市遺跡調査会調査

⑫ 堂 の 前 弥生 。平安 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

⑬ 後 田 縄文 。古墳・奈良・平安 昭和63年度 韮崎市教育委員会調査

⑭ 封ヒ 後 田 縄文・奈良 。平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査

⑮ 宮 ノ 前 縄文・弥生・奈良・平安 平成元年～ 2年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 宮ノ前第 2 奈良・平安 。中世 平成 2年度 韮崎市教育委員会調査

⑩ 宮ノ前第 3 奈良 。平安 平成 4年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑬ 宮ノ前第 4 奈良 。平安 平成 6年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 宮ノ前第 5 縄文・奈良・平安 平成 8年度 韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 駒 井 奈良・平安 昭和60年度 山梨県埋蔵文化財センター調査

④ 立 石 弥生 。古墳・平安 平成 5年度 韮崎市教育委員会調査

② 金 山 中世～近世 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

④ 一削 田 平安 昭和62年度 韮崎市教育委員会調査

② 中田珂ヽ学校 縄文。弥生。奈良・平安 昭和59年度 韮崎市教育委員会調査

⑮ 新 府 城 跡 中世 国‡旨定史跡
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第2図 三宮地遺跡と周辺の遺跡及び地形概念図 (1/25,000)
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第 3図 遺跡全体図
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第Ⅲ章

第 1節 縄文時代の遺構

<1号住居址>(第 6図 )

A-3グ リッドに位置し、南側は調査区外にのびる。竪穴の掘り込みは確認できていないが、

直径推定 4mの円形の平面形態をしていたものと考えられる。炉の周辺から9基のピットを確認

しているが、規模が様々であり断定できないが、柱穴と考えられるものはPlか ら5が妥当であ

ろう。炉は、住居のほぼ中央に構築され、 1回の作り替えが行われている。旧段階では、50から

60cmの礫を 1辺約 lmの方形に配し、深鉢形土器の胴部下半を欠いたものを埋設した石囲い埋甕

炉が構築されている。新段階では、旧段階で埋設されていた炉石の一部が抜かれ、土器を壊して

深鉢形土器の底部と口縁部を欠いたものを埋設した埋甕炉が構築されている。床面は極めて脆弱

であり、住居内外の区別はつかない。炉内に新段階で埋設された土器が勝坂式前半 (格沢式)で

あることから、本住居はこの時期に所属するものと考えられる。

<1号土坑>(第 7図 )

Z-17か らZ-18グ リッドに位置し、南側は調査区外にのびる。長軸推定 2m、 短軸 l m25cm

の楕円形の平面形態で、深さ50cmで底面の平坦なものである。土坑北側に上器片が集中し、坑内

中央付近に30から80cmの礫が集中し、また焼骨片が出上している。

<2号土坑>(第 8図 )

Z-18に位置し、南側は調査区外にのびる。確認段階では 1基と考えられたが、完掘したとこ

ろ2基の土坑 (大型のものを a土坑、小型なものをb土坑とする)と 1基のピットの重複したも

のであることが判明した。覆土の観察からb土坑→ a土坑→ピットの順序で構築されていること

を確認している。

a土坑は、長軸推定 2m、 短軸 l m40cmの楕円形の平面形態で、深さ20cmで底面の平坦なもの

である。覆土上層 (土坑確認面から5か ら10cm程度)から耳栓や磨製石斧が出土している。

b土坑は、長軸推定 l m20cm、 短軸 lmの ほば円形の平面形態で、深さ25cmで a土坑よりもや

や深く底面が丸底を呈するものである。

ピットは、長軸推定80cm、 短軸60cmのほぼ円形の平面形態で、深さ43cmで丸底を呈するもので

ある。

<3号土坑>(第 9・ 10011図 )

A-17か らA-18グ リッドに位置する。確認時には、焼土粒子や炭化物等を多く含む暗黒褐色

土が直径約 lmの範囲で確認できた (第 9図 )。 覆上を観察しながら掘り進んだところ、結果的

に長軸 l m95cm、 短軸 l m15cmの楕円形の平面形態で、深さ30cmで底面のほぼ平坦な土坑である

ことを確認した。坑内からは、】ヒ側から坑内中央にかけて20cm前後の礫がまとまって出上し、そ

構連逗
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れらの礫と土坑底面の間には焼けて炭化した状態のトチの実がぎっしりとつまって出土している。

坑内南側の底面には40cn前後の範囲で火床面を確認している (第 10図 )。 土坑底面には、北壁か

ら中央にかけて 3つ のピットが並んだ状態で確認している (第 10図 )。 ピットの深さ1よ北側から2

4cm、 10cm、 5 cmである。なお、出上した礫はほとんどのものが熱を受けている。

<1号配石>(第 12図)                        と

B-21グ リッドの南東に、長軸 l m85cm、 短軸 l m20cmの楕円形の範囲に10か ら40cmの礫が配

されたものである。礫の集中部からやや大型の土器片や上製耳飾り等の遺物が出上している。

<配石土坑群>(第 13・ 14・ 15。 16図 )

Z-19グ リッドを中心として配石が認められた。調査の結果、配石の下部に上坑の存在するも

のを 7基および配石を伴わない3基の上坑を確認した。これらを配石土坑として報告する。

(1号配石土抗)(第 17図 )

25から40cm程度の礫が楕円形に並んだ状態の配石土坑である。上坑は、長軸 l m 5cm、 短軸80

cmの楕円形の平面形態で、深さ25cmで底面の平坦なものである。土坑底面に接する状態で、大型

の甕を半割したものが日縁をややずらして埋設されていた。覆± 1、 2層から埋設されていた土

器の破片等が出上している。なお、上面の礫は土坑内が完全に埋没した後に配されている。

(2号配石土坑 )

10か ら20cm程度の礫が円形に配された状態の配石土坑である。上坑は、直径50cmの円形の平面

形態で、深さ34cmで丸底を呈するものである。覆土から少量の土器片が出土している。なお、上

面の礫は土坑内が完全に埋没した後に配されている。

(3号配石土坑)

10か ら20cm程度の礫が円形に配された状態の配石上坑である。上坑は、直径68cmの円形の平面

形態で、深さ42cmで丸底を呈するものである。なお、上面の礫は土坑内が完全に埋没した後に配

されている。

(4号配石土坑)

5号配石土坑と重複関係にあり、本土坑の方が後から構築されている。また、本土坑南西側は

6号配石土坑と重複関係にあるが前後関係を押さえることはできなかった。南側は調査区外にあ

る。周縁に40か ら60cm程度の礫がめぐり、その内側に20から50cm程度の礫がほぼ平坦に配されて

いた。土坑は、長軸現存で l m40cm、 短軸 lmの隅丸長方形の平面形態で、深さ30cmで底面の平

坦なものである。土坑内西側の覆土から10か ら30cm程度の礫がややまとまって確認されている。

また、少量の上器片が出上している。 I

(5号配石土坑 )

4号配石土坑と重複関係にあり、本土坑の方が先に構築されている。上坑上面には、周縁に40

から50cm程度の礫がめぐり、その内側に20から40cm程度の礫がほぼ平坦に配されていた。土坑は、

長軸 l m45cm、 短軸90cmの長楕円形の平面形態で、深さ30cmで底面の平坦なものである。覆土か
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ら少量の土器片が出土してぃる。

(6号配石土坑 )

4号配石土坑および 7号配石土坑と重複関係にあるが、その前後関係を押さえることはできな

かった。直径50cxlの 円形の平面形態で、深さ50cIIIで九底を呈するものである。覆土から少量の土

器片が出上している。上面に配石が伴っていないことと形態が他の上坑と比較して小規模である

ことからピットと捉えるべきかもしれない。

(7号配石土坑 )

6号配石土坑と重複関係にあるが、その前後関係を押さえることはできなかった。直径50cIIIの

円形の平面形態で、深さ50clllで九底を呈するものである。坑内中位から直径23clll程度の平坦な円

形礫が出土している。上面に配石が伴っていないことと形態が他の土坑と比較して小規模である

ことからピットと捉えるべきかもしれない。

(8号配石土坑 )

直径60clllの 円形の平面形態で、深さ56clllで丸底を呈するものである。南側は調査区外にある。

上面には配石が伴っていない。

(9号配石土坑)(第17図 )

30か ら45cIII程度の礫が円形に配された状態の配石土坑である。土坑は直径90cILlの 円形の平面形

態で、深さ20cIIIで底面が平坦なものである。覆土に他の配石土坑の覆土よりも炭化物粒子や焼土

粒子がやや多く含まれていることと、土坑の周りに配された礫に、赤色化、黒色化、はじけやヒ

ビなど被熱の結果と考えられる状態のものが多いことなどから炉の可能性もある。覆土から少量

の上器片が出上している。また、本土坑の北東に土偶の胴部と小型の磨製石斧が近接して出土し

ている。

―-10-―
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第 2節 平安時代の遺構

東西方向に細長い調査区域のなかで、平安時代の遺構は主に東側半分の微高地上に発見されて

おり、竪穴住居址15軒、掘立柱建物址 5棟 と、このほかに、建物址のように規則的には並ばず、

また土坑としても特定できない大小の穴がいくつか検出されている。以下、主要な遺構について

みていく。

<2号住居址>(第18図 )

調査区域東側A4～ A5グリッドに位置する。東西約 3m10cIIl程 の規模があり、平面形は隅円
正方形を呈すると思われるが、南側半分は調査区域外で完掘できなかった。確認面からの深さは

30cIII前後あり、壁は外傾しながら立ち上がる。床面はほぼ平坦。発掘部分には周溝・柱穴等は確

認されなかった。カマドは北側壁の西寄りに構築され、 l m 10cIII X l m80clll程 の規模がある。焼

上の形成された燃床部は見られず、破壊されていた。カマド南側西壁際には、40cIIl× 80cIII床面か

らの深さ約10clllの 不整長方形の凹みがみられた。

<3号住居址>(第 19図 )

調査区域東側B4～ B5グリッドから北側に位置する。南西隅は 4号住居址、北西側は8号住

居址と重複しており、壁は不鮮明。北側は調査区域外で完掘できなかった。東西約 4m程の規模

があり、平面形は方形を呈していたと思われる。確認面からの深さは 5 cIII～ 10CIIl前後と浅く、壁

は外傾しながら立ち上がる。床面はほぼ平坦。発掘部分には周溝・柱穴・カマド等の施設は確認

されなかった。

<4号住居址>(第20図 )

調査区域東側A5グ リッドに位置する。北東角は 3号住居址を切っている。東西 3m制甑前後、
南北 4m30clll前 後の規模があり、平面形は隅円長方形を呈する。確認面からの深さは15clll前後あ

り、壁は外傾しながら立ち上がる。床面はほぼ平坦。杯などの遺物は床面直上乃至若干浮上して

出土。周溝は壁際にめぐり、西側中央南寄りは途切れており入り田部分かもしれない。柱穴は確

認されなかった。カマドは東側壁の南半分に構築され、80cIII× l m30clll程の規模がある。石を袖

に用いていたと思われるが、破壊されていた。カマド南側には、径75clll前後深さ20cIII程の不整の

凹み、と直径35clll前後深さ40clll程の穴があり、南西隅には径50clll前後深さ20釦程の穴がみられた。

なお、土層断面は周溝を全部掘る前の段階での観察であるので、図には周溝が無い部分がある。

周溝を確認した北側では幅 7 cIIlの 上の立ち上がりが確認されており、何らかの壁施設の痕跡と思

われる。

<5号住居址>(第21図 )

調査区域東側A5～ A6グリッドに位置する。南側半分は調査区域外で完掘できなかった。北

西側過半には大きな攪乱が入りこんでおり (一点鎖線より北西側 )、 この部分に関しては推測で

壁を掘り出した。住居址の規模は掘り上げた状態で東西約 3m80cIII程 になったが、実際には東西
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約 3m50cm程の大きさと思われる。平面形は隅円正方形を呈するのであろう。確認面からの深さ

は約15cmあ り、壁は外傾しながら立ち上がる。床面はほぼ平坦。発掘部分には周溝・柱穴等は確

認されなかった。カマドは東側壁に構築され、 l m10cm× l m20cm程の規模がある。長さ18cm・

厚さ3 cmの焼土の形成された燃床部が見られた。

<6号住居址>(第22図 )

調査区域東側A6～A7グ リッドに位置する。南側部分は調査区域外で完掘できなかった。北

東側過半には大きな攪乱が入り込んでおり (一点鎖線より北東側)、 この部分に関しては推測で

壁を掘り出した。東西 3m80cm前後で、平面形は不整の方形を呈するものと思われる。確認面か

らの深さは東側が浅く西側が高く10cm～30clll前後で、壁は外傾しながら立ち上がる。床面はほば

平坦。発掘部分には周溝・柱穴・ カマド等の施設は確認されなかった。

<7号住居址>(第23図 )

調査区域東側A8グ リッドに位置する。西側で 9号住居址に切られており、南側の大部分は調

査区域外で完掘できなかった。確認面からの深さは20cm～25cm前後で、壁は外傾しながら立ち上

がる。床面はほぼ平坦。発掘部分には周溝・柱穴 。カマド等の施設は確認されなかった。元は方

形の竪穴住居址と思われるが、遺存部分・発掘部分が狭いため住居の形態等を窺い知るには情報

が少ない。

<8号住居址>(第24図 )

調査区域東側C5グ リッドに位置する。南東隅で 3号住居址と重複している。北側の大部分は

調査区域外で完掘できなかった。確認面からの深さは10cm～20cm前後で、壁は外傾しながら立ち

上がる。床面はほぼ平坦。発掘部分には周溝 。柱穴 。カマド等の施設は確認されなかった。平面

形は方形の竪穴住居址と思われるが、遺存部分・発掘部分が狭いため住居の形態等を窺い知るに

は情報が少ない。

<9号住居址>(第23図 )

調査区域東側A8～A9グ リッドにかけて位置する。東側で 7号住居址を切っており、西側で

は断面観察により10号住居址に切られている。南側は調査区域外で完掘できなかった。確認面か

らの深さは約30cmで、壁は外傾しながら立ち上がる。床面の上部分はほぼ平坦であるが、石がご

つごつ出ていた。堺などの遺物は床面よりも若千浮上して出土。東側壁際に石鉾が出上している。

発掘部分には周溝・柱穴・ カマド等の施設は確認されなかった。平面形は方形の竪穴住居址と思

われるが、遺存部分 。発掘部分が狭いため住居の形態等を窺い知るには情報が少ない。

<10号住居址>(第25図 )

調査区域東側A9グ リッドに位置する。土層断面観察により住居址と確認。東側で9号住居址、

西側で12号住居址を切っている。南側は調査区域外で未調査であり、詳細は不明。東西 2m40cm

の規模があり、壁は外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さは35cm前後となっている。床面

はほぼ平坦。発掘部分には周溝・柱穴・ カマド等の施設は確認されなかった。
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<11号住居址>(第26図 )

調査区域東側B9グ リジドに位置する。北側は調査区域外で完掘できなかった。西側壁は4号

掘立柱建物址柱穴を一部切っている。東西約 4m40cm、 北側が分からないが平面形は隅円方形を

呈すると思われる。壁はやや外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さは15clll-25cm程である。

床面は中央から東にかけてやや高くなっている。柱穴はなく、西側に周溝がめぐる。カマドは東

壁南寄りに、 1甲 10cm X l m20cm程 の大きさで、袖に石を用いて構築されたと思われるが、破壊

されていた。

<12号住居址>(第25図 )

調査区域東側A9～ A10グ リッドにかけて位置する。東側壁の一部が10号住居址に切られ、南

側は調査区域外で未調査。東西約 3m40cmの規模で、南側が分からないが平面形はほぼ方形を呈

すると思われる。壁はやや外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さは40cm程である。床面は

ほぼ平坦。発掘部分にはカマド・柱穴・周溝等の施設は確認されなかった。北側壁際に確認面よ

りも若千下がって土偶の頭部が出上している。

<13号住居址>(第27図 )

調査区域東側A10～ Allグ リッドにかけて位置する。南側は調査区域外で未調査。東西約 3m

50cmの規模で、南側が不明であるが平面形はほぼ方形を呈すると思われる。壁はやや外傾しなが

ら立ち上がり、確認面からの深さは30cm前後である。床面は平坦。発掘部分には柱穴・周溝はな

い。カマドは東壁南寄りに、 l m X l m35cm程の大きさで、袖に石を用いて構築される。

<14号住居址>(第28図 )

調査区域中央B12グ リッドに位置する。東西約 2m30cm、 南北約 2m40cmの規模で、平面形は

方形を呈する小規模な竪穴となっている。壁はやや外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さ

は15cm～20clll程である。床面は中央部分がやや高い。カマド・柱穴・周溝等の施設はない。床面

北東側に焼土がみられた。

<15号住居址>(第29図 )

調査区域中央A12～ A13グ リッドに位置する。南側は調査区域外で未調査。東西 3m30cm程の

規模がある。壁はやや外傾しながら立ち上がり、確認面からの深さは40cm前後。床面は平坦。発

掘部分には柱穴・周溝はない。カマドは北崖西寄りに、80cm× l m10cm程 の大きさで構築されて

いたと思われるが、破壊が著しくカマドと確認せず遺構全体とともに掘り下げてしまい、最終的

に焼土の散舌L状況からカマドとした。

<1号掘立柱建物址>(第 30図 )

調査区域東端A3・ A40B3・ B4グ リッドに位置する。東側は削平により柱穴は発見され

なかったが、南北方向に長軸をもつ 2間×3間の側柱建物と推定しておきたい。柱の直径は20cm

～23cn前後 (図中破線円)、 柱間は】ヒ側の東西方向で l m58cmを測る。柱穴の掘り方は隅円方形

～楕円形を呈する。確認面からの深さは20cm～40cn前後。
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<2号掘立柱建物址>(第31図 )

調査区域北東側B6・ B7・ B8グ リッドから北側に位置する。北側は調査区域外で未調査で

はあるが、3間 ×3間の方形あるいは東西方向に長い2間 ×3間の側柱建物と思われる。柱の直

径は30cm前後で、柱間は南側西 2m5cm南側中央 l m90cn南側東 2m8cm、 西側はl m95cmを測

る。柱穴の掘り方は方形を呈する。確認面からの深さは20cm～40cm前後。

<3号掘立柱建物址>(第 32図 )

調査区域北東側B8グリッドから北側に位置する。東西方向に長い2間×3間の総柱建物。柱

穴の掘り方は不整な円形を呈し、直径30cn～50cm前後で確認面からの深さは10Cm～25cm前後。

<4号掘立柱建物址>(第33図 )

調査区域北東側B8・ B90B10グ リッドから北側に位置する。北側は調査区域外で未調査で

はあるが、3間×3間の方形あるいは東西方向に長い2間×3間の側柱建物と思われる。中に11

号住居址があり、西側柱穴が一部切られている。柱の直径はほぼ26cmで、柱間は南側西 l m90cm

南側中央 2m17cm南側東2m、 東側は2m33cmを測る。柱穴の掘り方は不整な方形を呈する。確

認面からの深さは30cm前後。

<5号掘立柱建物址>(第34図 )

調査区域中央A13.。 A14グ リッドから南側に位置する。南側は調査区域外で未調査ではあるが、

柱穴は南に展開すると思われ、南北方向に長い2間 X3間の側柱建物の可能性がある。柱の直径

ば26clll前後で、柱間は西が l m95clll、 東がl m98clllを 測る。柱穴は方形の掘り方を呈する。確認

面からの深さは30cn前後。東端の柱穴からは土師器郭が出上している。
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書界 垂早Ⅳ 壇逗

第 1節 縄文時代の遺構内出土土器

<1号住居址出土土器>(第35図、第 1表 )

1および 2は、炉体土器である。その出土状況から、 1が先行して炉体土器として使用された

後に、 2カド埋設されていることがわかる。

1は、胴部中半でやや膨らみ日縁部の内湾する深鉢形土器である。日縁部は4単位に区画され、

区画内には半哉竹管によるU字状刺突文や単節RL縄文が施文されている。胴部は断面かまぼこ

状の隆線によりU字状文が施文される。隆線側には半隆起状沈線がめぐり、区画内には単節RL
縄文が施文された後にY字状印刻文が施文されている。

2は、底部から口縁部に向かって直線的に開く深鉢形土器で、胴部上半と底部を欠いたもので

ある。断面三角形状の隆線により楕円区画文やクランク文が施文されている。隆線側および区画

内には幅 3から4 mmの角押文が施文されている。

3は、住居址内東側から出上したものであり、おそらく床面に接した状態のものと考えられる。

底部から日縁部に向かってやゃ外反しながら立ち上がり、日縁部が直立する浅鉢形土器である。

日縁部には、半我竹管によるU宇状刺突文および隆線を指頭押圧した連鎖状文が施文されている。
これらの要素は 1の日縁部文様の要素と非常に類似している。胴部は無文で内外面ともに横方向

のミガキ調整が行われている。

<1号土坑出土土器>(第 36図 1～ 9、 第 1表 )
1は土坑確認面から上層にかけて出土したものである。内面は横方向のミガキ調整が、外面胴

部は縦方向、日唇部直下は横方向のミガキ調整が行われている。 2｀は土坑確認面から上層にかけ

て出土したものである。日唇部上には突起が付され、日唇部直下には把手が付される大型の壼の

日縁部である。と、 2と もに胎土は級密で砂粒を微量に含み、明赤褐色をしたものである。 3か

ら9はいずれも1、 2と ほぼ同様の出土状況である。 3は隆帯文土器である。 4は鍵の手 (雷文)

文土器である。 6は羊歯状文の施文されたものである。

その他に、無文の胴部片800g。 日縁部片190g、 底部片240gが出土している。

<2号土坑出土土器>(第36図 13～ 17・ 第37図 18～ 25。 第 1表 )

すべて土坑の覆土中からの散逸した状況で出土したものである。13は鍵の手 (雷文)文土器で

ある。14はやゃ浅い沈線により三叉文等の施文されたものである。17。 24は隆帯文土器である。

その他に、無文の胴部片1,300g・ 口縁部片280g、 条痕文80g、 底部片160gが出上している。

<3号土坑出土土器>(第36図10～ 12、 第37図26～ 31、 第 1表 。第 2表)
10から12は土坑確認面付近で出上したものである。26から31は覆土中から出土したものである。

26は鍵の手 (雷文)文土器である。27はおそらく弧状文が施文されたものであろう。
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その他に、無文の胴部片400g・ 口縁部片200g、 底部片80gが出上している。

<1号配石出土土器>(第 37図 32～ 37、 第 2表 )

配石遺構を構成している礫の合間から出上したものである。32は玉抱三叉文の施文されたもの

である。33は隆帯文土器である。34。 36は沈線による弧状文を組み合わせた文様を施文している。

その他に、無文胴部片320g、 底部片60gが出上している。

<配石土坑群>

・ 1号配石土坑出土土器 (第37図38～ 40。 第38図 50～ 52、 第 2表 )

50は土坑底面から口縁部をややずらした状態で埋設されていたものである。底部から日縁部に

向かつてやや内湾する砲弾形の深鉢形土器である。外面の底部付近は横方向の
ヘラナデ調整、胴

部は縦ミガキ調整、胴部上半から回縁部にかけては縦ミガキ調整後に横方向の
ヘラナデ調整が行

われている。また、底部付近と胴部中位には黒斑が認められる。内面は横方向のミガキおよび
ヘ

ラナデ調整が行われている。また、底部から胴部下半の内面には庚化物状の付着物が顕著である。

その他に、50よ りも上の覆土中から無文胴部片430g・ 口縁部片60gが出土している。なお、

これらの中には50と 直接接合するものも含まれていることから、50の土器を切断したのは本遺構

の近くであることが想定できよう。

・ 2号配石土坑出土土器

覆土から無文胴部片60gが出上している。

・ 3号配石土坑出土土器

覆土から無文胴部片75g、 底部片40gが出土している。

・ 4号配石土坑出土土器 (第37図 41、 第 2表 )

4は補修孔のある日縁部破片である。

その他に、無文胴部片200g、 底部片28gが出土している。

・ 5号配石土坑出土土器 (第37図 42、 第 2表 )

42は単節RL縄文の施文された胴部片である。

その他に、無文胴部片260g・ 口縁部片13gが出上している。

・ 6号配石土坑出土土器 (第37図 43、 第 2表 )

図示した43の他に、無文胴部片60g。 口縁部片18gが出土している。

・ 7号配石土坑出土土器

土器は出土しなかつた。

・ 8号配石土坑出土土器

覆土から無文胴部片57g。 日縁部片20gが出土している。

・ 9号配石土坑出土土器 (第37図 44、 第 2表 )
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44は内外面に浅い条痕文が認められる。

その他に無文胴部片300gが出上している。

・配石土坑群周辺出土土器 (第37図45～ 49、 第39図 53～55、 第 2表 )

配石土坑群のあるグリッドからは縄文時代晩期前半を中心として晩期終末から弥生初頭などの

上器片が大量に出土している。出土位置を記録しているものの一部を中心に報告する。

45は沈線により渦巻状の文様を施文し、区画内に刺突文を充填したものである。

53は 5号配石土坑と9号配石土坑の間から出土したものである。日唇部上に刻みの施文された

深鉢形土器である。内外面ともに粗いヘラなで調整が行われている。

54は台付皿である。台部は単節LR縄文が横位に施文されている。皿部は沈線による弧状文等

が施文されている。内面は丁寧なミガキ調整が行われている。

55は底面に木葉痕のある底部片である。下半には指頭痕がつけられている。
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第39図 配石土坑群出土土器 (1/3)
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第 2節 縄文時代の土製品

<土偶>(第40図 1～ 6、 第 3表 )

1は頭部がZ-20グ リッド、胴部がA-19グ リッド (7配石土坑の東側)から出土したもので

ある。頭部は横長の楕円形でありヽ 頭頂部は二股状に割け、顔面部は隆線により眼部と鼻部を表

出している。右耳に相当する部分には刻みが施文される。左耳に相当する部分には指頭押圧によ

るくばみがある。頸部と胴部はほぼ同じ太さである。両手は先端を欠損しているが下向きに付け

られていることは明確である。乳房はやや縦長の楕円形を呈している。頭部と胴部の接合面の観

察から分害1塊技法により製作されていることがわかる。

2は Z-19か ら出土したものである。脚部である。

3は A-19グ リッドから出土したものである。胴部左半分のものと考えられる。背面には沈線

により三叉文が、腹面の文様は不詳であるが沈線文が施文されているも欠損面の観察から胴部を

二つの粘土塊から製作されていることがわかる。

4は Z-19か ら出土したものである。腕部であり、掌部は外側に向いている。

5は 11号住居跡覆土内 (B-9グ リッド)か ら出土したものである。胴部と右腕部のみ遺存し

ている。腕部は水平に付され、先端下部に 2条の刻みが施文されている。乳房はやや縦長の楕円

形で先端がややとがっている。正中線は幅 341111程度の半哉竹管による角押文により施文されてい

る。

6は 12号住居跡覆土内 (A-10グ リッド)から出土したものである。顔面部には、三角押文に

より眼部が、それと同一工具と考えられるものによる刺突で日部が表出されている。頭頂部から

後頭部にかけては、円形貼付文や隆線による三叉文等が施文されている。

<土製耳飾り>(第41図 1～ 5、 第 3表 )

1、 2は 1号配石内から出土したものである。三叉文や玉抱三叉などが施文され、文様部分は

赤彩されている。 1は内面が大きくえぐられている。 2は環状で内面に張り出しによる円孔文が

施文されている。

3は 2号土坑から出土したものである。内外両面が凹面を呈し、やや粗い調整力光子われている。

4は A-18グ リッドから出上したものである。内外面が凹状を呈し、棒状工具による刺突によ

り十字状文や弧状文などが施文されている。 5は A-11グ リッドから出上したものである。内外

面が凹面を呈し、内外面の径はほぼ同じである。

<土器片製円盤>(第41図 607、 第 3表 )

6は A-10グ リッドから出上したものである。側縁は全周にわたり磨滅している。

7は Z-18か ら出土したものである。楕円形状に打ち欠かれたものであり、側縁の一部が磨滅

してヽヽる。

-41-



<ミ ニチユア土器>(第41図 8、 第 3表 )

Z-18グ リッドから出土したものである。手づくねであり、表面には指頭痕があり、内面はナ

デ調整が行われている。

<土製蓋>(第41図 9、 第 3表 )

A-17グリッドから出上したものである。つまみ部は穿子とされいる。体部には、磨滅のために

判然としないがおそらく単節RL縄文が施文されている。

<その他の上製品>(第41図 10。 11、 第 3表 )

10は、断面略円形の棒状土製品である。先端部は剥落したような痕跡があり、土偶の腕部の可

能性もある。

11は、Z-20グ リッドから出土したものである。おそらく卵形をしたものであると考えられる。

側縁には幅 3 mmの沈線が平行に3条めぐる。体部には隆線と沈線により文様施文されているが、

具体的な文様は不詳である。      '

第 3表 出土土製品観察表

―-42-―

No グリッド 出 土 遺 構 種   類 色  調 胎 土 調整・文様・特徴など

第40図 1 Z-20 包  含  層 土偶(頭～胴部) にぶい責橙色 白・黒色粒子 頭部と胴部に接合関係

第40図 2 Z-19 包  含  層 土偶(脚部) 赤褐色 雲母、白・赤色粒子

第40図 3 A-19 包  含  層 土偶(胴部) 暗黒褐色 白色粒子 沈線による三叉文

第40図 4 Z-19 包  含  層 上偶(腕部) 黒褐色 白色粒子

第40図 5 B-9 H号住居跡 上偶(胴部) 暗褐色 白色粒子 角押文による工中線

第40図 6 A-10 12号 住居跡 土偶(頭部) にぶい橙色 白・黒色粒子 三角押文による服部施文

第41図 1 Z-21 1号配石遺構 耳飾り にぶい赤褐色 白・黒色粒子 赤彩

第41図 2 Z-21 1号配石遺構 耳飾り にぶい黄橙色 白色粒子 赤彩

第41図 3 Z-18 2号 土 坑 耳飾り 赤褐色 白・黒色粒子

第41図 4 A-18 包  含  層 耳飾り にぶい赤褐色 白色粒子

第41図 5 A-11 包  含  層 耳飾り にぶい赤褐色 白色粒子

第41図 6 A-10 包  含  層 土器片製円盤 にぶい橙色 白・黒・赤色粒子 周縁全摩滅、胴部片

第41図 7 Z-18 包  含  層 土器片製円盤 褐灰色 雲母、白色粒子 周縁一部摩滅、胴部片

第41図 8 Z-18 包  含  層 ミニチュア土器 にぶい橙色 白色粒子 手捏ね土器

第41図 9 A-17 包  含  層 土製蓋 黄褐色 白色粒子 単節RL縄文

第41図 10 B-14 包  含  層 棒状土製品 褐色 白・赤色粒子

第41図 11 Z-20 包  含  層 卯形土製品 にぶい黄橙色 白・黒・赤色粒子
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第 3節 弥生時代の上器
遺構には伴っていないが包含層からは、縄文時代晩期終末から弥生時代前期の条痕文系土器や

後期の櫛猫波状文が出土している。

・条痕文系土器 (第42図 1～ 16、 第 4表 )

条痕文系土器は調査区全体から出土しているが、特に西側(Z-19。 20グ リッド)か ら2,520g

出上し破片も大型であり、調査区内の分布の中心がそこにあることがわかる。この分布範囲には、

縄文時代晩期前半の土器片が集中しているが、条痕文系土器と層位的には区分できない。

・櫛描波状文土器 (第42図 17～ 28、 第 4表 )

。櫛描波状文土器は調査区中央 (12～ 14ラ イン)に若千ではあるが出土している。

第 4表 出土弥生土器観察表

―-45-―

No グリット 出土遺構 部 位 器種 色   調 胎 土 調整・文様・特徴など

第42図 1 A-14 包 含 層 口縁部 豆 明褐色 雲母、赤・白・黒色粒子 突帯上指頭

第42図 2 A-14 包 合 層 口縁部 一霊 にぶい褐色 雲母、赤・白・黒色粒子 突帯上指頭

第42図 3 A-14 包 含 層 回縁部 室 にぶい橙色 雲母、赤・白・黒色粒子 突帯上指頭

第42図 4 Z-19 包 含 層 口縁部 養 灰黄褐色 金色雲母多 やや浅い条痕文

第42図 5 Z-19 包 含 層 口縁部 養 にぶい褐色 赤・白・黒色粒子 やや浅い条痕文

第42図 6 Z-20 包 含 層 口縁部 養 にぶい褐色 赤・白色粒子 やや浅い条痕文

第42図 7 Z-19 包 含 層 口縁部 菱 にぶい責橙色 白色粒子 やや浅い条痕文

第42図 8 A-19 包 含 層 胴  部 士霊 にぶい黄褐色 雲母、白・黒色粒子 太く粗い条痕文

第42図 9 Z-20 包 含 層 胴 部 一霊 にぶい黄褐色 白・黒色粒子 太く粗い条痕文

第42図 10 Z-20 包 含 層 胴  部 一霊 にぶい橙色 白・黒色粒子 大く粗い条痕文

第42図 11 Z-20 包 含 層 胴 部 壺 にぶい褐色 雲母、白色粒子 太く粗い条痕文

第42図 12 Z-19 包 含 層 胴 部 士電 灰黄褐色 雲母、白色粒子 太く粗い条痕文

第42図 13 A-19 包 含 層 底 部 壷 にぶい褐色 雲母、赤・白・黒色粒子 太く粗い条痕文
第42図 14 Z-18 包 含 層 底 部 霊 にぶい褐色 赤・白色粒子 太く粗い条痕文

第42図 15 Z-19 包 含 層 底  部 壷 にぶい褐色 雲母、白・黒色粒子 太く粗い条痕文

第42図 16 Z-19 包 含 層 底 部 壺 にぶい責褐色 白・黒色粒子 太く粗い条痕文

第42図 17 B-14 包 含 層 口縁部 奏 灰褐色 白・黒・赤色粒子 櫛描波状文

第42図 18 B-13 包 含 層 口縁部 甕 橙色 雲母、白・黒色粒子 口唇部上櫛描波状文

第42図 19 A―■ 包 含 層 頸 部 士望 明赤褐色 雲母、白・黒色粒子 櫛描波状文

第42図 20 B-12 包 含 層 胴 部 養 にぶい赤褐色 白・赤色粒子 櫛描波状文十櫛描斜走短線文

第42図 21 B-12 包 含 層 頚 部 養 にぶい橙色 白色粒子 櫛描廉状文十櫛描波状文

第42図 22 B-13 包 含 層 胴 部 奏 橙色 白・赤色粒子 櫛描波状文

第42図 23 B-12 包 含 層 胴 部 養 にぶい橙色 白・赤色粒子 櫛描く波状文

寃箸42E]24 B-12 包 含 層 胴  部 琵 褐色 白色粒子 櫛描斜走短線文+櫛描廉状文

第42図 25 A一H 包 含 層 胴 部 菱 にぶい赤褐色 雲母、白・黒色粒子 櫛描波状文

第42図 26 B-14 包 含 層 胴 部 甕 にぶい橙色 白・黒色粒子 櫛描波状文

第42図 27 B-14 包 含 層 頸 部 発 灰褐色 白・黒色粒子 櫛描横走文

第42図28 5号住居跡 胴 部 養 灰黄褐色 白・黒・赤色粒子 櫛描波状文
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第 4節 の石器

第 5表(1)出土石器一覧
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図 1訛 取 上 No 器 種 石 材 出土地点 罠さ(mm) 言(mm 阜 さ (mm 重さ (宜 ) 破 損 状 況 備 考

H磨石 3 2.200

3

土

4 3 5090
岩 1,380

石 3 1 160

3号土 12β

凹石 2,990

3

3

3 15と 接 合

3

3 1.620

12と 接 合
1 3 234 :面全面割 れ

ホルンフェルス 3 2620
210〔

3 7 aSf

3 半分 欠

3 破片
3

23暦石 山 3

3

3

山 3

3.780

3

山 3

山

1.27C

山岩 3 半分 欠

山 3

凹 3 120C
3 l 3,800 半分 欠

2.120

礫

3

3号土
3

破片

と,08( 破片
441台石 3.30(

l_98〔

1 石 1.06(

3 1

l 1,56(

91台 石 1 12.60〔 判みあり
フ1 1打製石斧 A18～ Z19

剰 ダフ2 打製石斧 粘板岩 A 8～ Z
l ダフ3 打 製石斧 粘板岩 A 8～ Z 4と妥省
1 ダフ4 打製 石斧 粘板岩 A 8～ Z

磨石 安山岩 A 8～ Z
61 石 疑灰岩 A 8～ Z
71礫器 砂岩 A18～ Z
81 凹石 凝灰岩 A 8～ Z
台石 と山岩 A 8～ Z
101 磨 石 安山岩 A 8～ Z

却 磨石     | こ山岩 A 8～ Z lC 1,130
121 EIl石    | 緑灰岩 A 8～ Zl〔 3.630

4 1 石駐 枯板岩 置博外 l

打製石斧 砂井 遺構外 17

第 5表(2)出土石器一覧
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(チ ヤート)

第 5表(3)出土石器一覧
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図 随 取 上 No 器種 石 材 赤色化 黒色化
`よ

じけ ひ び 蔽打痕 暦 り面 凹み(表 :裏 ) 破 損 状 況
1 暦 石 安 山岩 × × × × ×

2 磨 石 安山岩 × ① × × × ×

3 3 凹 石 安 山岩 O × × × 3:3
4 礫 安山岩 O × × ×

5 安山岩 × O × × O O ×

1 6 暦 石 安 山岩 × × × ×

2 7 磨 る 安山岩 × O × × × × ×

2 8 凹 石 安 山岩 × × × × 3:3
9 暦 石 安 山岩 × × × × ×

4 凹石 安山岩 × O × × × × 4:8
7 礫 器 玄武岩 × × × × × × ×

礫 安山岩 O × × × × × 15と接合
礫 密山岩 × 0 × × × O ×

礫 安山岩 × × × O ×

礫 客山岩 × × × × × × 12と接合

4 台 石 安 山岩 ① × × × × 裏面 全面割 れ

礫 ホルンフェンス × 0 × × × ○ ×

安 山岩 ① × × ×

台石 安山岩 × O × X ○ ×

安 山岩 C × × × 半分 欠

礫 安山岩 × O O × × ○ × 破片

安 山岩 O × × ×

5 磨石 安山岩 × O × × × × ×

磨 石 安 山岩 × × × × ×

磨石 安山岩 × ○ × × × ○ ×

安山岩 × O × × ×

礫 安山岩 × ① × × × X

安 山岩 × O × × ×

礫 安山岩 ① × × × ○ X

磨 石 安山岩 × O × × × ×

磨石 安山岩 ① × × × ×

安 山岩 O × × X × 半分 欠

礫 安山岩 × ① × × ○ ×

安 山岩 O × ×

6 凹石 安山岩 × O × × × × 4:4
安 山岩 × × × × 半分 欠

礫 安山岩 × × × × ×

玄武岩 × × × × × ×

礫 安山岩 × O × × × ○ ×

安 山岩 × O × × × ×

礫 安山岩 ① × × × ○ ×

密山岩 × × × 破 片

礫 賓 山岩 ① × × × × 破片

1 台 石 安山岩 × O × × × ×

礫 安 山岩 × O × × ×

3 磨 石 安山岩 × O × × × × ×

第 6表 3号土坑出土石器
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図 No 取 上 NQ 純 石 材 黒 色化 はじけ ひ び 註打 痕 磨り面 凹 み (乗 :暴 〕 破 損 状 況

9 ユ 台 看 安山岩 × × × × 0:2
2 暦 石 安 山岩 × × X × O O 2

6 3 凹石 安山岩 × × × 1:2
4 安山岩 × × × × 0:2

1 5 暦 石 安 山岩 × × × × O 0:4
6 剥片 泥岩

7 7 石 皿 安 山岩 × × × O 破 片

8 礫 凝灰岩 × × × O O 1:3
9 礫 安山岩 × × × × C 1:2

安 山岩 × 0 × × O 0:4
3 磨石 安山岩 × × × × O 0:4

密山岩 × × × う 1:2
際 安 山岩 × × × ) ○ 0:3
礫 安山岩 × O × × × 0:3
アプライト × × × 0:2

礫 安山岩 × × × O O 1:2
磨 石 安山岩 × × × × × O 0:4 半分 欠

石刻 砂岩 × × × × × × 0:5
4 凹石 空山岩 × O 1:4

凹石 凝灰 岩 × × × × × O 半分欠
台 石
‐4山 井 × × × × 1:1

凹石 安 山岩 × × × × × × 3:5
7 台 石

‐r山 舛 × × × 0:3
凹石 安 山岩 × × × × × × :3

畢曜石1 原 石 畢躍石 屋なi坑辞

黒曜石2 原 石 黒曜石 配石土坑耳

黒曜石3 原石 黒曜石 母石土坑辞

黒曜石4 原 石 黒曜石 E石土境辞

黒曜石5 原石 黒曜石 配石土坑辞

第 7表 配石土坑群出土石器
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第 5節 平安時代の遺物

平安時代の遺物の竪穴住居址を中心に出土している。各遺構別の遺物は一覧表でみていくこと

にし、ここでは出土土器によって各遺構のおおまかな時間的位置付けを概観しておく。なお、編

年の基準は F甲斐型土器―その編年と年代―』(山梨県考古学協会1992年 )に拠った。

2号住居址は�期で、伴出の灰釉陶器片は光ケ丘 1号窯式～大原 2号窯式と思われ、10世紀前

半～中頃。 3号住居址・4号住居址は杯体部内面に暗文がありX期。 5号住居址 。6号住居址は

郭体部内面の暗文が無く�期～�期の10世紀前半頃。 6号住居址からは灰釉陶器硯破片が出土し

ている。 7号住居址の灰釉陶器皿は黒笹90号窯式かも知れず、 9世紀後半～10世紀。 8号住居址

は不明。 9号住居址は肥厚した日縁部の郭により�期の10世紀前後。本住居址からは石鈴が出土

している。10号住居址は�期～�期。本遺跡内で一番遺物出土量の多い11号住居址は肥厚した日

縁部の杯により�期の10世紀前後。11号住居址は内黒土器が比較的多く、また搬入品と思われる

灰白色の刷毛整形養の破片が出上している。12号住居址はやや不明ながらX期～�期。13号住居

址は�期で10世紀前後であるが、伴出の灰釉陶器片は大原 2号窯式と思われる。13号住居址から

は陰刻雲形文の施された緑釉陶器段皿破片、墨書土器が「征」 ?が出土している。14号住居址・

15号住居址は�期～�期の10世紀前半頃。 5号掘立柱建物址の柱穴掘り方から出土した杯は体部

内面に暗文がありX期に比定でき、掘立柱建物址は住居址よりもやや古く9世紀代に位置付けら

れよう。

(2号住居址出土遺物〉 (第51図 )
(単位 :clll)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土

(震写「 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

1 土師器 杯 3.8, 11.9, 4.6 赤
・白色粒子を
含む

明赤褐色 外面一体部ヘラ削り、底部ヘラ削り 1/3残

2 上師器 鉢 ―  , 25,0 , 一
赤・白・黒色粒
子と雲母を含む

色
色
黒
橙

内面一ていねいな磨き
外面―横撫で
内黒土器

1/5残

釉
器
灰
陶
台付
碗
―― , 一― , 7.2

白色粒子と少量
の黒色粒子を含
む

灰オリーブ色
高台は細長く、外側下半に稜を有し、
内側はやや内湾、体部下半はヘラ削り、
釉は浸t)が 1)か ?

底部破片

灰釉
陶器
段皿

白・黒色粒子を
含む

医オリーブ色 釉は浸けがけ?刷
=ヨ

ぬり?
口縁部破
片

―-60-―



(3号住居l■出土遺物〉 (第52図 )

く4号住居址出土遺物〉 (第53図 )

く5号住居址出土遺物〉 (第54図 )

(単位 :clll)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 岳農写層 整 形・特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

1 須恵器 一霊
白・黒色粒子を
含む

褐灰色 外面―僅かに削り痕がみられる 胴部破片

2 土師器 杯 ・
む

赤

含
白色粒子を

橙 色

面内一放射状暗文
外面一体部ヘラ削り
底部ヘラ削り

1/2残

3 土師器 皿 ―― , 一― . 6.0
赤 。白色粒子と
雲母を含む

橙色 底部回転糸切り痕 底部破片

4 土師器 奏 ―  , 330 , 一
雲母、白・赤・

黒色粒子を含む
栓色

口縁―横撫で
内面一撫で、指頭痕あり
外面一縦斜め方向刷毛目

口縁部破
片

(単位 :cIYl)

番

号 種類 器形
法  量

胎  土
(農写戸 整 形・特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

1 須恵器 養
白色・黒色粒子
を含む

にぶい赤色
にぶい赤褐色～

赤黒色
外面―叩き目 胴部破片

2 土師器 杯
赤 。白色粒子と
少量の雲母を含
む

酷色

面内一花弁状暗文
外面一体部下半ヘラ削り、墨書あり
底部回転糸切り後ヘラ削り

1/3残

3 土師器 鰍
杯

12.7
赤・白色粒子と
雲母を含む

栓色
浅責橙～橙色

内面―みこみ部磨きがみられる
外面一体部下半～底部回転ヘラ削り

2/3残

4 土師器 皿 2.6 , 126 ,   6.6
白・赤色粒子と
少量の雲母を含
む

にぶい澄色
にぶい責橙色

外面一体下部回転ヘラ削り
底部回転ヘラ削り

3/4残

5 土師器 皿 25 , 13.7 ,   5.0
赤・白色粒子と
雲母を含む

栓色

内面―渦巻き状暗文
外面一体下部回転ヘラ削り
底部回転糸切り

ほぼ完形

土師器 露 ―― ,27.6, 一―
粗い雲母、白・

黒・赤色粒子を
含む

にぶい赤褐色
内面一口縁～胴部横刷毛目
外面一口縁横撫で
胴部、縦刷毛目

口縁部破
片

(単位 :clll)

番

号 種類 器形
法  量

胎  土
詞

＞面
面
内
祉

色

く 整 形 ,特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

1 土師器 郭 29 , 12.0 ,   50
赤・白色絃子を
含む

浅黄橙色
外面一体下部ヘラ削り
底部一回転糸切り後ヘラ削り

1/5残

土師器 杯 3.6 , 12.9 , 5。 2
赤・白色粒子を
含む

栓色
外面一体下部ヘラ削り 1/5残

土師器 杯 ―― . ―― . 60 赤
・白色粒子を
含む

にぶい褐色
橙色

内面―暗文がみられる
外面一回転糸切り痕

破片

4 土師器 杯 一― . ― . 6.0
赤・白色粒子を
含む

色
色
黒
橙

内黒土器
外面一体部ヘラ削り

破片

5 土師器 郭 61 ,  17.7 ,   6.4
白 ,赤色粒子を
含む

にぶい黄橙色
外面一体下部ヘラ削り
底部一ヘラ削り

1/2残

―-61-―



番

号 種類 器形
法  量

胎  土 角寮零「 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

土師器 奏 一― ,27.5, 一―
白色粒子と雲母
を含む

明赤褐色
栓色

内面一口縁～体部横刷毛目
外面―頭部、棒状正具痕がみられる

体部縦刷毛目

破片

7 土師器 茎 ―  , 253 , 一
白・赤色粒子と

雲母を含む
明赤褐色

内面一口縁～体部にかけて横刷毛目

外面一体部縦刷毛目
破片

8 土師器 拠
養 ―

 , 14.4 , 一―――
白・赤・黒色粒
子と雲母を含む

色
色
褐
褐
灰
赤

内面―横刷毛目と指頭痕がみられる

外面一横撫でと指頭痕がみられる
口縁～体
部破片

9 土師器 琵 一 _ 一 . 8.0
白・黒色粒子と
雲母を含む

にぶい橙色
褐色

内面―刷毛目
外面―縦刷毛目
底部一木葉痕

体部～底
部破片

土師器 羽釜 ―  , 27.0 , 一
白・赤色粒子と

雲母を含む

にぶい赤褐色
にぶい橙色～暗
赤褐色

内面―横刷毛日と指頭痕がみられる

外部―縦刷毛目
破片

く6号住居l■出土遺物〉 (第 55図 )

く7号住居址出土遺物〉 (第 56図 )

(単位 :cIII)

(単位 i clll)

番
号 麟 器形

法  量
胎  土 RA零厨 整 形・特 徴 ,その他 残存率

器高・口径・底径

1 土師器 郭 3.9 , 12.4 ,  4.4
白・赤・黒色粒
子を含む

橙色
外面一体部下半ヘラ削り

底部一回転糸切り後ヘラ削り
1/2残

2 上師器 不 3.6 , 11.4 ,  4.6
赤・白・黒色粒
子を含む

にぶい橙色
外面一体部下半ヘラ削り

底部一ヘラ削り
破片

3 土師器 不 ―  .― , 5.0
赤・黒色粒子を
含む

黒色
にぶい責栓色

内黒土器
内面一暗文がみられる

外面一体部下半ヘラ削り

底部―ヘラ削り

破片

4
釉
器
灰
陶

硯
白・黒色粒子を
含む

灰白色

内面―撫で痕多数、使用痕
縁に薄く釉がかかっている

外面―全体に釉がかかつている

足が剥離した痕、足形成時の工

具痕

1/3残

番

号 種類 器形
法  量

胎  土 (Att「
整 形・特 徴・その他 残存率

器高・口径・底径

1 土師器 不 ―  . 14.2 ,  
一――― 赤色粒子を含む 明赤褐色 外面一体部下半ヘラ削り 破片

2 土師器 不
赤・黒色粒子を

含む
明赤褐色 外面一体部下半ヘラ肖uり 破片

釉
器
灰
陶

碗 ―  , 一 , 6.8
黒・白色粒子を

含む
灰白色

内面一釉がかかつている

付高台
破片

4
釉
器
灰
陶

碗 一― , 一― , 5.6 ・
む
黒
含
白色粒子を 灰白色 付高台 破片

土師器 皿 2.1 , 12,7 ,   4.0
白・黒 。赤色粒
子を含む

明赤褐色
外面一体部ヘラ削り
底部一ヘラ削り

1/5残

釉
器
灰
陶

皿 13.7
白・黒色粒子を
含む

灰オリープ色
灰黄色

内面一釉がかかつている

外面一回転ヘラ削り
付高台

4/5残
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く9号住居l■出土遺物〉 (第57図 )

(10号住居址出土遺物〉 (第58図 )

(単位 :cIIl)

番

号 種類 器形
法  量

胎  土 (AttF 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

l 須恵器 甕 白・黒色粒子を
含む

褐灰色
黒褐色

勺面一撫で
琳面―叩き目

破片

須恵器 菱
白・黒色粒子を
含む

色

色
灰
白
褐

灰
勺面―撫で
外面―「Fき 目

破片

3 須恵器 養 白・黒色粒子を
含む

オリープ黒色
暗褐色

肉面一撫で

外面一叩き目
破片

4 土師器 杯 赤・白・黒色粒
子と雲母を含む

橙色
にぶい赤褐色

外面一体部ヘラ削り 1/5残

5 土師器 不 ―― . ―― , 4.6
白・赤・黒色粒
子を含む

橙色
にぶい赤tB色

外面一体部ヘラ削り
底部一回転糸切り痕

体部～底
部破片

6 土師器 不 5.0 ,  13.2 ,   50
赤色粒子を多く
含む

明赤褐色
外面一体部下半ヘラ削り
底部一回転糸切り後ベラ削り

3/5残

7 土師器 不 赤色粒子を含む 橙 色 外面一体下部ヘラ削り 破片

8 土師器 杯 ― ,1■4.― ・
む

赤

含
白色粒子を

橙色 外面一体部下半ヘラ削り 破片

9 土師器 杯 ―  , 14.6 , 
―――― 赤・白色粒子を
含む

色
色
黒
褐

内黒土器
外面一体部下半ヘラ削り

1/5残

土師器 皿 2.3 , 12.6 ,   4.4
白・赤色粒子を
含む

橙色 外面一体部下半ヘラ削り 2/5残

石鈴
テ

２

夕

４
ヨコ
3.9

厚
０
．

緑色系
蛇紋岩
裏面 4角に 2個づづ穴がある
表は磨かれている

1 鉄

鉄 釘

(単位 :clll)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 (Att「 整 形・特 徴 。その他 残存事

器高・口径・底径

ユ 須恵器 奏
白・赤色粒子を
含む

褐灰色
暗褐色

内面―撫で
外面―叩き日

破片

2 須恵器 養
白。赤色粒子を
含む

黒褐色
内面―撫で
外面―叩き目

破片

須恵器 杯
白・黒・赤色粒
子を含む

橙色 外面一体下半部にヘラ削り
日縁部破
片

土師器 杯
白・黒・赤色粒
子を含む

橙 色 内外面一横撫で
口縁部破
片

土師器 養 ―― . ―― . 8.2
雲母、白・赤色
粒子を含む

色
色縮縮

明
暗

内面一横刷毛日、指頭痕あり
外面―縦刷毛日、底部に木葉痕あり

胴下部～

底部破片

土師器 養 ―――― , 166 ,  ――――
雲母、白・黒・

赤色粒子を含む

明赤褐色
にぶい赤褐色一

部黒変

内面―横刷毛目
外面一維刷毛日、指頭痕あり

口縁部破
片

土師器 養 ―――― , 17.8 , ――――
白・黒・赤色粒
子を含む

にぶい褐色
内面―横刷毛目
外面―縦刷毛目、磨滅により不鮮明

口縁部～

胴上部破
片

釉
器
灰
陶

一霊
白・黒色粒子を
含む

灰白色
灰オリーブ灰

ロクロ成形
外面―釉がかかっている
綿ltがけか ?)

胴部破片
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(11号住居l■出土遺物〉 (第59・ 60・ 61図 )
(単位 :cIIl)

番

号 種類 器形
法  量

胎  土 勇寅写F 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

1 須恵器 蓋 白色粒子を含む 灰白色～黄灰色
転用硯
ロクロによる整形

外周部分
欠損

2 須恵器 小壺
白・黒色粒子を
含む

灰黄褐色
内面―ロクロ撫で
外面―ロクロ削り

胴部破片

3 須恵器 甕 ―――― , 24.0 ,  一―――
黒・白色粒子を
含む

灰責掲色～褐灰
色

ロクロ成形
口縁部破
片

4 須恵器 養
赤・白・黒色粒
子を含む

にぶい橙色～灰
褐色
にぶい赤褐色～
赤灰色

内面―撫で
外面一叩き目

破片

5 須恵器 養
白・赤色粒子を
含む

褐灰色
内面―撫で、当て具痕あり
外面―叩き目

破片

6 須恵器 養
白・黒色粒子を
含む

灰 色
脈用硯
琳面―叩き目

破片

7 須恵器 奏
白・黒・

子を含む
赤色粒 色

色
褐
灰
灰
褐

内面―撫で
外面―叩き目

破片

8 須恵器 養
白・黒色粒子を
含む

灰色
内面―撫で
外面―叩き目

破片

9 上師器 蓋
鉦径22 赤・白色粒子を

含む
橙色 ロクロ整形 鉦部破片

土師器 杯 3.8 ,  127 ,   4.6
赤・白色粒子と
細かい雲母少量
を含む

橙色
内面―撫で
外面一体部下半と底部ヘラ削り

1/3残

11 土師器 杯 4.4 ,  12.5 ,   5.0
雲母、白・赤色
粒子を含む

橙色、日縁部灰
オリーブ色
橙色

内面―撫で
外面一体部下半と底部ヘラ削り

1/5残

土師器 杯 ―― .―― . 46 雲母、赤
・白・

黒色粒子を含む
にぶい橙色～栓
色

内面一体部撫で、みこみ部ロクロ削り
外面一体部下半と底部ヘラ削り

2/5残

土師器 郭
粗い赤色粒子と
黒・白色粒子を
含む

明赤褐色
内面一撫で、暗文あり

(磨減により不鮮明)
外面一体部下半と底部ヘラ削り

1/5残

土師器 杯 39 ,  12.9 ,   45
雲母、赤・白色
粒子を含む

橙色
にぶい掲色

内面―撫で
外面一体都下半と底部ヘラ削り

1/4残

土師器 郭
粗い赤・黒色粒
子を含む

橙色
内面―撫で
外面一体部下半と底部ヘラ削り

破片

土師器 杯 37 ,  12.0 ,   5.0
粗い黒・赤色粒
子を含む

明赤褐色
内面一撫で
外面一回転糸切り後外周ヘラ削り

3/5残

土師器 郭 5.0 , 133 ,  4.8
雲母、赤・白色
粒子を含む

橙色～にぶい赤
褐色
褐色

内面―撫で
外面一体部下半ヘラ削り
底部回転糸切り後ヘラ育Uり
器面がザラついている

1/5残

土師器 不 5.2 , 13.7 ,   6.0
粗い赤色粒子を
含む

橙色
内面一撫で
外面一体下部と底部ヘラ削り

2/5残

土師器 邦 ―――― , 14.6 ,  一
やや粗い赤色泣
子を含む

色褐
色
赤
褐
明
赤

内面一撫で
外面一体部下半ヘラ削り

破片

土師器 杯 ―  , 13.8,  一 白色粒子を含む
黒褐色
にぶい赤褐色

内黒土器
内外面一撫で

破片

土師器 郭 ―――― , 13.8, ――――
やや粗い赤色粒
子を含む

黒色
にぶい橙色

内黒土器
外面一体部下半ヘラ削り

破片

土師器 郭 63 , 15.8 ,  5.6
雲母、赤・白色
粒子を含む

暗灰黄色～黒色
橙色

内黒土器
外面一体部下半ヘラ削り

1/6残

土師器 ネ ―― , 一― , 52 雲母、赤
・白色

粒子を含む
黒褐色
にぶい橙色

内黒土器、暗文あり
外面一底部回転糸切り痕

底部破片
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番

号 種類 器形
法  量

胎  土
(農写戸 整 形・特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

土師器
台
杯
高
付
―― _ ―― . 6.4

雲母、赤・白色
粒子を含む

掲灰色
浅黄橙色

内黒土器
内外面一撫で

底部破片

土師器
台
杯
高
付
―― , 一― , 8.8

雲母、白・黒色
粒子を含む

黒色
橙色～にぶい責
栓色

内黒土器
内外面一猟で

底部破片

土師器 高イ
雲母、赤・白色
粒子を含む

栓色

内面一撫で

外面一ヘラにより上半分は面取りをし
ていたと思われる

脚部破片

土師器 皿

と

含
子
を
粒
母
色

雲

由
四
い
。
か

赤

細

む

橙色
灰責褐色
口縁部橙色

内面一撫で

外面一体部下半と底部ヘラ削り
2/5残

土師器 皿
雲母、赤・白色
粒子を含む

浅黄橙色
栓色

内面―撫で
外面一体部下半と底部ヘラ削り

1/3残

土師器 皿
やや粗い赤色粒
子、白・黒色粒
子を含む

栓色

内面―撫で
外面一回転糸切り後、体部下半～底部
ヘラ削り

口縁部一
部欠損

土師器 奏 ―― . ―― , 5.2
赤・白・黒色粒
子を含む

灰白色
内面―ヘラ撫で
外面―縦刷毛目調整後、横刷毛目調整

胴下部～
底部破片

土師器 養
粗い雲母、白・

黒色粒子を含む
にぶい褐色

内面―横用U毛目
外面一口縁横撫で、胴部縦刷毛目

口縁部破
片

土師器 養 ―  , 25.0 , 一
粗い雲母、白・

黒色粒子を含む
掲色

口縁部―内、外横撫で
内面一横刷毛目
外面―縦刷毛目

口縁部破
片

土師器 奏
粗い白色粒子と
雲母を含む

明赤褐色
内面―指頭調整痕がみられる
外面―縦刷毛日、底部木葉痕

底部破片

土師器 奏 ―  , 29.6 , 一
雲母、白・黒・

赤色粒子を含む
にぶい赤褐色
赤褐色

内面一横刷毛目
外面―縦刷毛目

口縁部破
片

上師器 養 ―  , 30.0 , 一
雲母、白・黒色
粒子を含む

明赤褐色
内面一横刷毛日、指頭痕がみられる
外面―口縁部横撫で、胴部縦刷毛目

口縁部～

胴部破片

鉄 刀子?

(12号住居l■出土遺物〉 (第62図 )

(13号住居址出土遺物〉 (第63図 )

(単位 i cal)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 (Att「

整 形・特 徴・その他 残存率
器高・口径・底径

1 須恵器
白・黒色粒子を
含む

褐灰色～

黒褐色
粘土ひもを撫で整形

把手部破
片

土師器 羽釜
雲母、赤・白・

黒色粒子を含む
にぶい橙色～黒
褐色

外面―横撫で、指頭痕あり 鈴部破片

(単位 :cIII)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 角理甲戸 整 形 ,特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

1 須恵器 一霊 ―― , 79, 一― 白色粒子を含む 暗オリーブ灰色 自然釉がかかっている
日縁部破
片

土師器 杯 ―  ,  12.4 ,  
――――

と
含
子
を
粒

母

色

雲

白

の
・
量

赤

少

む
にぶい褐色 外面一体部下半ヘラ削り 1/5残

3 土師器 不 ―――一 , 12.0 ,  一
赤・白色粒子と

雲母を含む
灰責褐色
橙色

外面一体部下半ヘラ削り
口縁～体
部破片
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番
号 種類 器形

法  量
胎  土

詞

＞面
面
内
猟

色

ぐ 整 形 ,特 徴 。その他 残存率
器高・回径・底径

土師器 不
赤・白色粒子と
雲母を含む

橙色～黒褐色 外面一体部下半ヘラ削り 1/6残

5 土師器 杯
赤・白色粒子と
雲母を含む

栓色 外面一体部ヘラ削りがみられる
口縁～体
部破片

土師器 不 ―― , 一― . 45 赤
・白色粒子を
合む

橙色 外面一体部ヘラ削り、底部ヘラ削り
体部～底
部破片

土師器 杯
や髯湘畿チ・白・

黒色粒子と雲母
を含む

橙色
一部黒変

外面一体下部ヘラ削り
底部一回転糸切り後ヘラ削り

完形

土師器 不 5.9 ,  16.2 ,   60
赤・白色粒子と
雲母を含む

色
色
黒
橙

外面一体部下半ヘラ削り
墨書あり

底部一回転糸切り後ヘラ削り
内黒土器

口縁部%
欠損

土師器 皿 2,7 , 13.0 ,  3.4
赤・白色粒子と
雲母を含む

栓色
外面一体部下半ヘラ削り
底部一回転糸切り後ヘラ削り

4/5残

上師器 皿 ・
む

赤

含
白色粒子を にぶい黄橙色

栓色
外面一体部ヘラ削り、墨書らしきもの
がみられる

破片

土師器 皿 2.3 , 12.3 ,  4,0
粗い赤色粒子と
白色粒子、雲母
を含む

蔭色～浅黄橙色
外面一体部下半ヘラ削り
底部―ヘラ削り

2/3残

土師器 皿 2:1 , 127 ,   5.0
赤・白色粒子と
細かい雲母を含
む

燈色
外面一体部下半ヘラ削り、墨書あり
底部一回転糸切り後ヘラ削り

2/3残

土師器 発 ―  , 25.4 , 一

粗い雲母、白・

赤・黒色粒子を
含む

礎色

内面一横刷毛目
外面一口縁横撫で
胴部縦斜め刷毛目

日縁部破
片

土師器 霊 ―  , 24.0 , 一

粗い婁母、白・

赤・黒色粒子を
含む

色
色
褐
段
凋

内面一口縁部横刷毛目
胴部撫で

外面一口縁部撫で、胴部縦刷毛目

口縁部破
片

釉
器
灰
陶

不
細かい白・黒色
粒子を含む

天オリーブ色
天白色

口縁部外反している
口縁部破
片

釉
器
灰
陶

皿 ―  , 15.8 , 一
細かい白・赤色
粒子を含む

灰白～灰オリー

ブ色
釉は刷毛ぬり?

口縁～体
部破片

17
釉
器
灰
陶 段皿 ―  . ―  . 9.6

白・黒色粒子を
含む

天オリーブ色
天白色

高台は、外側下半に稜があり
内側は直線的

釉
`よ

浸t)が t)
底部破片

釉
器
縁
陶 段皿 ―――― , 13.9 , 一 ヽ

む
密
含
白色粒子を

灰オリーブ色 陰刻雲形支
口縁～体
部破片

(14号住居姓出土遺物〉 (第64図 )
(単位 :clll)

番
号 籐 器形

法  量
胎  土 勇鹿軍戸 整 形・特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

と 土師器 皿
赤・白色粒子と
細かい雲母を含
む

橙色 外面一体部下半にヘラ削り 底部欠損

土師器 弩 ―  , 28.2 , 一

粗い雲母、白・

赤・黒色粒子を
多く含む

赤褐色
内面―横刷毛目
外面一縦刷毛目

口縁～体
部破片
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(15号住居址出土遺物〉 (第65図 )

(4号掘立柱建物l■出土遺物〉 (第66図 )

(5号掘立柱建物址出土遺物〉 (第67図 )

く遺構外出土遣物〉 (第68図 )

(単位 :cIII)

番

号 種類 器形
法  量

胎  土
調

＞面
而
内
猟

色

ぐ 整 形・特 徴・その他 残存率
器高・口径・底径

1 土師器 杯 11.8

赤色粒子と少量
の白色粒子、細
かい雲母含む

にぶい赤褐色
内面一部黒変

外面一体部下半ヘラ削り
底部一回転糸切り後ヘラ削り

1/4残

土師器 杯 ―  , 10.0 ,  一
赤色粒子と少量
の雲母を含む

橙色 外面一体部ヘラ削り
口縁部破
片

土師器 杯 ―― , 一― , 60 赤
・白色粒子を
含む

栓色 外面一体部ヘラ削り
底部―ヘラ削り、墨書?あ り

底部破片

4 土師器 杯 ―  ,  14.5 ,  一
赤・白色粒子を
含む

黒褐色
栓色

内面―暗文
外面一体部下半ヘラ削り
内黒土器

体部破片

土師器 奏 ―  , 36.0 , 一

粗い雲母、白・

赤・黒色粒子を
含む

掲色
にぶい赤褐色

内面―横用U毛目
外面一口縁横撫で
胴部縦斜刷毛目

口縁～胴
部破片

鉄 刀 子

(単位 :clll)

番

号 種類 器 形
法  豊

胎  土 角農軍戸 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

1 土師器 杯 3.9 ,  11.9 ,   4.5 ・
む

赤

含
白色粒子を

栓色
外面一体部下半ヘラ削り
底部―ヘラ削り

1/3残

(単位 :cIIl)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 (A零層 整 形・特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

1 土師器 郭
粗い多量の赤色
粒子と少量の自
色粒子を含む

登色

内面一暗文がみられる
外面一体下部ヘラ削り
底部―ヘラ削り

3/4残

(単位 :clll)

番
号 種類 器形

法  量
胎  土 (A写戸 整 形・特 徴 。その他 残存率

器高・口径・底径

1 須恵器 甕 ―  . 40.0 , 一
細かい砂粒を含
む

灰色
外面一自然釉がかかっている
叩き目あり

口縁部破
片

2 須恵器 奏 白色粒子を含む 灰色
内面―磨き
外面―叩き目
転用硯

胴部破片

3 須恵器 壺 ~~~~ , ~~~~ , 13.0
白色粒子の日立
つ細かな砂粒を
含む

暗灰黄褐色
付高台 底部破片

4 土師器 邦
赤・黒・白色粒
子を含む

橙色
橙色～にぶい橙
色

外面一体部下半ヘラ削り 1/2残
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番

号 種類 器形
法  量

胎   土 勇農甲戸 整 形・特 徴 。その他 残存率
器高・口径・底径

5 土師器 邪 ~~~~ , 10・ 7 , 一―――
細かい砂粒を含
む

明赤褐色 口縁部は外側に湾曲している
口縁部破
片

6 土師器 邦 ―――― , 135 ,  一―――
赤・白色粒子を
含む

橙色 外面一体部下半雑なヘラ削り 1/5残

7 土師器 不 ~~~~ , 19● 0 ,  ~ 赤色粒子を含む 黒色
にぶい黄橙色

内面一日縁部横磨き
体部暗文

内黒土器

口縁部～

体部破片

8 土師器 杯 一― ,19.0, 一― 赤色粒子を含む
黒色
にぶい黄橙色

内面一口縁部横磨き
体部暗文

内黒土器

口縁～体
部破片

9 土師器 杯 ―― .―― . 68 雲母、白
・赤・

黒色粒子を含む
黒色
浅責橙色

内面―暗文
外面―底部回転糸切り後、付高台
内黒土器

一
片
部
破
下
部
体
底

土師器 杯 ―― . ―― . 5.9
雲母、赤・白色
粒子を含む

黒色
橙色

内面一体部みこみ部に暗文
外面一体部、底部ヘラ削り
底部に墨書らしきものがみられ
る

内黒土器

底部破片

土師器 郭 4.0 , 13.2 ,  4.5
白・赤・黒色粒
子と雲母を合む 色

色
橙
黒
黄

内面―暗文
外面―底部回転糸切り跡

1/4残

土師器 皿 2.6 , 13.2 ,   4.0
赤・白色粒子を
含む

にぶい橙色
橙色

外面一体部下半ヘラ削り
底部―ヘラ削り

1/4残

土師器 皿 ―  , 12.4 , 一

赤・白色粒子と
細かい雲母を少
量含む

栓色
外面一体部下半ヘラ削り
墨書あり

1/5残

上師器 鉢
白色粒子の日立
つ細かい砂粒を
含む

黒色
橙色

鉢の把手
体部倒面に粘土を貼りつけヘラ削りに
て整形
内黒土器

把手破片

土師器 奏 ―― . ―― . 6.2
雲母、白・赤・

黒色粒子を含む
にぶい赤褐色
明赤褐色

内面、横刷毛目
外面一縦刷毛目
胴下部に斜め方向の削り?
底部木葉痕

底部破片

土師器 奏 ―― , 一― , 78 雲母、白
・赤・

黒色粒子を含む
にぶい赤褐色
明赤褐色

内面一横刷毛目
外面―縦刷毛目
胴下部に斜め方向の削り?
底部木葉痕

底部破片

土師器 杯 ―  , 18.5 , 
一――― 雲母、砂粒を含
む

褐色
内面一日縁部―横刷毛目
外面一縦刷毛目

口縁部破
片

灰釉
陶器

碗 一― . ―― . 7.2
細かい砂粒を合
む 浅黄色

内外面―灰釉がかかっているが薄い
付高台

底部破片

―-68-―



て

第51図  2号住居l■出土遺物 (1/3)

第52図  3号住居l■出土遺物 (1/3)

1

第53図 4号住居址出土遺物 (1/3)
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第54図  5号住居址出土遺物 (1/3)
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第56図  7号住居址出土遺物 (1/3)
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第55図  6号住居l■出土遺物 (1/3)

第57図  9号住居址出土遺物 (1/3)
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第58図 10号住居lIL出土遺物 (1/3)

第59図 11号住居址出土遺物 (1/3)
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第60図 11号住居址出土遺物 (1/3)
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第61図 11号住居l■出土遺物 (1/3)

第62図 12号住居址出土遺物 (1/3)
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13号住居l■出土遺物 (1/3)
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第64図 14号住居址出土遺物 (1/3)

ヒ  r彰

第65図 15号住居l■出土遺物 (1/3)

第66図  4号掘立柱建物批出土遺物(1/3)  第67図  5号掘立柱建物址出土遺物(1/3)
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第68図 遺構外出土遺物 (1/3)
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第V章 ま

今回の調査で発見された遺構は、縄文時代中期中葉の住居址 1軒、縄文時代晩期前半の上坑 3

基、配石遺構 1基、配石土抗群、平安時代の竪穴住居址15軒、掘立柱建物址 5棟で、出土遺物は

縄文時代の土器・石器、弥生時代の上器片、平安時代の土師器・灰釉陶器など多岐にわたつてお

り、縄文時代・弥生時代・平安時代の複合遺構となっている。

縄文時代の住居は 1軒だけで出土土器も少なかったが、重なって出土した炉体土器は編年上興

味深い資料となった。縄文時代晩期前半の配石遺構や土坑と土器の出土は、これまで当該時期の

遺構がほとんど確認されなかった藤井平において、貴重な発見となった。なかでも一号配石土坑

からは、切断された深鉢形土器が外面を上にして日縁部をずらした状態で出土しており、奏棺の

類いと思われ数少ない発見例となった。石器も晩期に特徴的な飛行機鏃など種類は豊富であった。

1号土坑からは、被熱を受けた石群とともに焼かれて炭化したトチの実が多量に出上した。通常

トチの実などの堅果類はアクを抜くために水で晒されたりし、遺構としても水晒し場が確認され

ている。本土坑のような焼かれた状態で出上したものは非常に珍しく、その意味や性格などの解

明は民俗事例や民族例などを含めて今後の課題であろう。

弥生時代は、前期の上器片と後期の上器片が僅かに出土したのみで、遺構は確認されなかった。

しかし、遺物の出土は当然当該時期における人間活動の証拠となるもので、重要な発見であった。

平安時代に関しては、調査の結果からは、本遺跡では10世紀前半頃を中心とした集落が営まれ

ていたことが明らかになった。各遺構から出上した遣物は、土師器や灰釉陶器、鉄製品といった

日常生活品などが中心で当時の生活を窺い知ることができる発見となっており、ほかにやや特徴

的な遺物である、石鈴や灰釉陶器の硯破片の出上が目を引いた。石鈴は本来古代官僚制において

位階束帯の帯に10個 。12個と多く付けられたもので、官位身分により石ばかりでなくその材質や

色が異なっていた。今回出土したのは9号住居址で一般的な竪穴住居であり、北巨摩地域でも大

泉村城下遺跡例などこの石鈴はいくつか知られているが、やはり本遺跡同様竪穴住居からの 1点

出上がほとんどである。現状ではそれが実際の官僚制に係わるものなのかどうかは分からないが、

硯の出土などを考えると、庶民とは異なった文字のかける識字層の存在ということ力灘麒Jされる。

本遺跡は地域に展開した豊かな古代史像の一端を物語つているといえよう。藤井平においてはこ

れまで数多くの発掘調査によって古代の遺跡が発見されており、地域の歴史が明らかになりつつ

ある。今回の平安時代の遺構発見も、当該地域の埋もれた歴史解明の貴重な資料として蓄積され

るところとなった。

お わ り に

本報告は限られた時間のなかでの作業によりまとめられたものであり、遺構と各遺構から出土

した遺物を中心に資料化を試み、それらを掲載・掲示したに過ぎない。調査の成果と資料の詳細

な検討・考察が行われず、不十分なことは否めないが、今後の調査研究に資すれば幸いである。

めと

-78-―



一界Ⅵ 付編 韮崎市三宮地遺跡の自然科学分析

新山雅広・山形秀樹 (パレオ・ラボ)

1. :ま じめに

韮崎市三宮地遺跡で縄文時代晩期前半と考えられる3号土坑と縄文時代晩期と考えられる 1号

土坑が確認された。 3号土坑の埋土は、炭化物を非常に多く含んでおり、種子・果実などの植物

遺体を多く含んでいることが予想され、埋土中の大型植物化石の検討を行い、同じ埋土を用いて

放射性炭素年代測定も行った。 1号土坑からは焼骨が出上しており、骨の種類の検討を行った。

なお、焼骨の分析は国立歴史民俗博物館の西本豊弘先生に同定して頂き、ご助言を賜った。

2.大型植物化石

a.試料と方法

大型植物化石の検討は、 3号土坑の埋土より採取された 1試料について行った。試料は黒色砂

礫混じり粘土で炭化物を非常に多く含む。なお、この上坑埋土を用いて放射性炭素年代測定も行

われ、2,700± 100yrBPの 年代値が得られている。この年代値に従えば、 3号土坑の時代は縄文

時代晩期と考えられる。

大型植物化石の採集は、試料約200ccを 0.2541m目 の舗を用いて水洗舗分けをすることにより行っ

た。

b:結果と若干の考察

出土したのは、トチノキのみであった。出土部位は炭化子葉片と炭化種皮片であり、子葉に種

皮片が一部付着しているものもみられた。炭化子葉片は大小様々な破片を多数出土したが、堆積

物試料約200cc中に20～ 30個程度とかなりの密度で入っていることが推定された。

この炭化トチノキが土坑内に堆積したのは、炭化する前なのか、炭化した後なのかは不明であ

るが、出土した分類群がトチノキのみであったこと、また、出土したトチノキも炭化子葉片と炭

化種皮片のみを出土したことなどから、流水などで自然に土坑内に堆積したことは考え難く、人

為的なものと予想される。

c.大型植物化石の形態記載

トチノキ Aesculus turbinata Bhme 炭化子葉片、炭化種皮片

子葉は完形であれば、楕円球形で不規則な凸凹がある。種皮は薄くてやや堅く、炭化状態がよ

いと表面には光沢があり、指紋状の模様がみられる。

立早
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図版 I 出土した大型植物化石 (ス ケールは 1、 2は l mm、 3～ 14は l cm)
1.ト チノキ、炭化種子片 2.ト チノキ、炭化種子片(1の拡大 )3～ 14.ト チノキ、炭化子葉片
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3.焼  骨

a. £式  *斗

縄文時代晩期と考えられる 1号土坑より出土した焼骨の種類を検討した。試料は骨-1、 骨―

2、 骨-3の 3試料であり、以下にそれぞれの結果を示す。

b.結 果

骨-1:鹿 角片

表面に凸凹があり、内偵]に海綿体があることからシカの角と判断される。

骨-2:シ カまたはイノシシの四肢骨

試料は骨の破片であり、わん曲からみて四肢骨である。また、内面の状態、すなわち海綿体が

無いことからヒト・海獣・鹿角ではなく、骨の表面が級密質であることから陸獣である。さらに、

陸獣のうち断面の厚さからシカまたはイノシシで内側に栄養子とがあることからシカまたはイノシ

シの四肢骨 (大腿骨 ?)と判断される。

骨-3:骨 片

保存状態が非常に悪く、種類は不明である。

図版Ⅱ 出土した焼骨 (ス ケールは l cal)
1.鹿角片  2.シ カまたはイノシシの四肢骨 3骨 片

ヨ
「

「

■

ヨ
■

■

■

■

■

一一一一・　

２
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4.放射性炭素年代測定
a.放射性炭素年代測定について

試料は、酸処理を施して不純物を除去し、酸素気流中で燃焼させて二酸化炭素としたものをア

ンモニア水に通し、塩化カルシウムの水溶液を加えて炭酸カルシウムを生成する。炭酸カリシウ

ムに過塩素酸を加えて発生させた二酸化炭素を450℃の反応管内でリチウムに吸収させた後、真

空ポンプで引きながら800℃ まで加熟して炭化リチウム (カ ーバイド)を生成後、加水分解によ

リアセチレンを生成した。

測定は、約 1ケ月放置した後、精製したアセチレンを比例計数管 (400cc)を用いて、 β一線

を計数して年代値を算出した、その結果は下記に示す。

なお、年代値の算出には14Cの半減期としてLibbyの半減期5,570年 を使用した。また、付記し

た年代誤差は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差 (One sigma)とこ相当する年

代である。試料のβ―線計数率と自然計数率との差が 2σ 以下の時は、 3σ に相当する年代を下

限の年代値として表示し、試料のβ―線計数率と現在の標準炭素 (Modern standard carbOn)

の計数率との差が 2σ 以下の時は、Modernと 表示し、14C(Sample)/14C(MOdern)の 値を

付記し、14C(Sample)/14C(Modern)<1であれば、yrBPの値を付記する。

暦年代の補正は、大気中の14C濃度が一定で半減期が5,568年 として算出された14C年代値 (yr

BP)に紺し、過去の宇宙線強度の変動による大気中の14C濃度の変動および半減期の違い (14C

の半減期5,730± 30年 )を補正して、より正確な年代を求めるものであり、具体的には年代既知

の樹木年輪の14C年代の詳細な測定値を用いて補正曲線を作成し、これを用いて暦年代を算出す

る。補正暦年代の算出にCALIB3.0 1 Stuiver and Reimer,1998:IBM― PC用 :Reference(Pear

son&Stuiver,1993)|を使用した。なお、交点年代値は14C年代値に相当する補正曲線上の年代

値であり、 lσ 年代幅は14C年代誤差に相当する補正曲線上の年代範囲を示す。年代を検討する

場合は、68%の確率で lσ 年代幅に示すいずれかの年代になる。暦年代の補正は約 1万年前から

ADl,950年までが有効であり、該当しないものについては補正暦年代を***ま たはModernと

表示する。また、ADl,955半 はMOdernを 意味する。

b.放射性炭素年代測定結果

引用文献

Stuiver,A/1.and Reimer,P.」 。(1993)Extended 14C database and revised CALIB3.0 14C A

ge CalibratiOn Program.

測定h 試 料 14C年 代 値 補 正 暦 年 代

PLD-322
土壊有機物

(SD-3 サンプル4)
2,700± 100yrBP

(BC 750年 )

交点年代値 BC 830年
lσ 年代幅 BC 920 to 800
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図 版 3
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図 版 7
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図 版 8
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図 版 9
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図 版 10
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図 版 11
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図 版 13
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図 版 14
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図 版 15

遺 跡 近 景

3号掘立柱建物址

オ半筆年,■
=Ⅲ
静■14■,4■

緯 輩 挙 ■

4号掘立柱建物 l■



図 版 16

5号掘立柱建物址



図 版 17
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図 版 18

9号住居l■出土石錯
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